
山岳地図集 

ヒマラヤの東―チベットのアルプスとその彼方 

 

「不思議なことである。中国の領内には広大な山系が存在するが、それらは西側の世界だ

けでなく、中国の人たちにも全く知られていない。」 

                        ジョセフ・ロック   

ナショナル・ジオグラフィック 1930 年 10 月 

 

『中国登山指南 A Guide to Mountaineering in China』（中国登山協会・成都地図出版社共

編 1993）の冒頭の「中国高峰分布図」ご覧頂くと「チベットのアルプス」の核心部、最

も未踏域の多い念青唐古拉山東部と崗日嘎布山群がすっぽり抜けて、白紙になっているこ

とに気付くであろう。中国の登山界にとってもこの二つの広大な山系は地理上の空白部と

して扱われてきた。 

 

「チベットのアルプス」 念青唐古拉山東部から横断山脈の東縁まで、この神秘的な辺境には

無数の未踏峰が存在する。信じがたいほどの複雑な地形がこの山域を特徴づけている。そ

の一部はこれからも長く不可解な土地として残るであろう。知られざる未踏峰と氷河が最

も集中している念青唐古拉山東部、易貢蔵布の北側は今日でも「テラ・インコグニタ（未

知の世界）」である。80年前のジョセフ・ロックの言葉は生きている。この地図集では、さ

らに南チベット―東ヒマラヤも加え、中国・ブータン国境沿いとマクマホンライン上の未

踏の山々も視野に入れた。 

 

目を瞑ると変化に富んだ多様性のある広大な中国南西辺境の情景―青蔵高原の東縁、南チ

ベットの東ヒマラヤ、チベットのアルプス、深い浸食の国、カムとアムド地方、アジアの

大河の源流の山と風土―が瞼に浮かび感慨深い。6,000ｍを超える未踏峰がこれほどたくさ

ん残っている山域が他に存在するだとうか。中国・ブータン国境沿いに 30座、マクマホン

ライン上－25 座以上、念青唐古拉山東部－200 座、崗日嘎布－40 座、三江併流・深いゴル

ジュの国－20座、四川西部高地－10 座も存在する。最後の辺境と表現する所以である。南

チベットの東ヒマラヤ、中央チベットの東端、南チベット、チベットのアルプス、アジア

の四つの大河の源流域の山々を地図と写真で紹介する本地図集が、これから半世紀は価値

を失わない作品として評価されれば幸いである。 
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